
飽
寸→

舎

幸投

北築

。
昭
和
五
十
年
度
漢
文
事
曾
締
曾

(
漢
文
教
育
研
究
曾
〕
六
月
二
十
一
日
ハ
土
〉
於
東
京
教
育
大
事

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
古
典
H
乙
漢
文
の
指
導
に
つ
い
て
」

問

題

提

起

者

佐

野

女

子

高

加

藤

章

氏

九

段

高

若

林

力

氏

熊
谷
高
波
漣
修
一
郎
氏

田
部
井
、
横
山
委
員

可
曾

〔
懇
談
曾
〕

「
事
曾
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
」
可
曾

〔
研
究
設
表
曾
〕
六
月
二
十
二
日
(
日
)

一
、
華
柄
麟
「
五
無
論
」
に
つ
い
て

一
、
創
造
社
論

一
、
底
思
道
の
文
撃
に
つ
い
て東
京
教
育
大
附
属
高
講
師

一
、
「
板
不
十
形
容
詞
」
に
つ
い
て
大
事
院

一
、
「
般
本
紀
」
考

!
段
周
交
替
期
の
表
現
の
意
味
に
つ
い
て
j
福
島
大

板
橋
高

高
橋
、
中
村
委
員

於
東
京
教
育
大
事

大
事
院
長
瀬

大

事

院

小

谷

一
、
湛
甘
泉
の
「
二
業
合
ご
に
つ
い
て

一
、
君
山
瀧
加
賀
言
の
箆
人

ー
父
資
期
、
及
び
交
友
関
係
を
中
心
と
し
て

i

群
馬
高
専

瑞
己
氏

一
郎
民

相安
原藤

信
康
氏
茂
氏

大
久
保
隆
郎
氏

志
賀
一
朗
氏

水
津

利
忠
氏

一
、
「
諜
及
見
識
別
聖
人
蕗
之
」
に
つ
き

i
茂
吉
短
歌
と
前
書
の
背
景
私
孜
i

北
国
高
渡
遺
弘
一
郎
氏

司
舎
内
山
、
横
山
、
高
橋
、
中
村
、
松
本
、
開
嶋
、
長
溺
委
員

〔
総
禽
〕
司
舎
内
山
委
員

一
、
議
長
選
出
志
賀
一
郎
氏
を
選
出

二
、
報
告
ω
牒
務
報
告

ω
研
究
一
部
報
告

ω
研
究
ニ
部
報
告

一
一
一
、
議
事
ω
昭
和
四
十
九
年
度
決
算

ω
昭
和
五
十
年
度
強
算

問
、
委
員
長
挨
拶

〔
懇
親
曾
)
可
曾

!句向向
島島島

横

山

委

員

横

山

委

員

鈴
木
委
員
長

水
淳
、
中
村
俊
民

。
昭
和
五
十
年
度
月
部
曾

十
月
例
曾
十
月
二
十
五
日
(
土
)
於
東
京
教
育
大
事

一
、
文
選
の
詩
と
麿
の
「
省
試
詩
」
試
題
東
京
教
育
大
鈴
木

於
東
京
教
育
大
事

修
次
氏

十
二
月
例
曾
十
二
月
六
日
(
土
)

一
、
西
菅
時
代
の
四
一
一
一
口
詩
に
つ
い
て

i
執
事
虞
の
詩
を
中
心
と
し
て

i

一
、
競
菅
の
「
七
哀
詩
」
に
つ
い
て

一
月
例
舎
一
月
三
十
一
日
(
土
〉

大
事
院
後
藤

東
京
数
育
大
向
島

於
東
京
敬
育
大
事

秩
正
氏

成
美
氏

委
員
委
員
委
員
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一
、
孔
炭
森
の
吋
春
秋
h

論

…
、
倒
壊
に
ヴ
い
て

五
月
例
禽
五
月
二
十
二
日
(
土
)

、
表
現
の
め
ざ
す
も
の

!
唐
山
木
八
大
家
の
場
合
i

、
?
U
3
4
トポぜ

J
ノ
下
L

三ロ

i
社
荷
の
作
品
に
つ
い
て

i

東
京
教
育
大
中
村
校
内
弘
氏

t

東
京
致
育
大
横
山
伊
勢
雄
氏

於
東
京
教
育
大
事

大
挙
院

松
本

襲
氏

大
事
院

加
藤

敏
氏

。
昭
和
五
十

み
/
干
し
子
文
て
司

J
T

i
¥

一
府
側
HJAMも
4
H
i
Z
F
C

大
木
講
師
漢
文
翠
議
議

ヘイ

1
「
羽
目
叩
f
A
1
イ

T
1
1

十
し
み
/
倒
防
品
z
n
d牛
ド
ド

、
I

I

i

士
乙
ム
い
v

滋
砕
い
収
品
川

叩，』，，
4
a
n
，一
d
n
"
J
L
a
L
'

，Fj
 

ィ
J

午
3
ぬ
ワ
住
山
川
宇
治
則

プム

H
r九一
三

eHH
凸
い

，Fj
 

f
F
 

中
倒
語
…
ハ
文
法
・
作
文
〉

h
H

ニ
ハ
議
議
)

中
国
一
約
二

グ

ハ

上

級

)

付
専
門
教
育
科
目

牛
島
敬
投
中
関
一
否
認
事
演
習
(
現
代
訟
法
〕

松
本
助
数
授

黄
A
，

b
，交交

t
A
$
1
1
5
1
3喜

J
t

鈴

木

講

師

1
i

ト↑
τ

針
μ
陣

4rnυ'

，H
い
斗
斗
ノ
一
刻
府
内
問

ν九
時
札
ん
「
法
山
町
市
川
巾

7
ム
諒
子
泊
三
ロ
作
り

ま

講

師

中
関
文
壊
史

中
蹴
文
翠
講
議
(
蔚
代
文
事
論
〉

中
関
思
想
史
講
讃

日
本
漢
文
壊
議
議

中関一…
z
品
川
夢
特
議
(
一
組
控
訴
〉

伊
藤
講
邸
中
関
文
翠
特
議
(
中
蹴
現
代
文
翠
史
)

戸
別
講
師
中
間
倒
哲
翠
議
譲
演
習

梅
山
議
邸
中
儲
思
想
史

向
島
講
師
中
関
文
翠
演
習

M
W

大
事
院
科
目

牛
島
教
授
中
関
一
言
語
皐
議
議
(
現
代
北
京
語
)

松
本
助
敬
授

横
山
助
教
授

'ハ晶、

H
F
¥
レ
年
4

に

H

安
オ
ヨ
ヲ
お

:
i
'
l
sす
'
S
H
O度
、
百
付
川

l
L
J
4ノ

5
n
n
M
ム
引
い

戸

別

講

師

中
関
文
事
(
陵
瀞
〉

中
関
文
事
(
唐
代
文
翠
論
)

中
間
思
想
史

山
町
閣
官
事

。
文
翠
部
紀
前
討
論
文
題
目
ハ
昭
和
去
十
一
年
三
月
〉

、
謝
跳
の
詩
に
つ
い
て

。
昭
和
五
十
年
度
修
士
論
z
文
題
日

品
、
川
内
-K
コ一
ιLι
市

昨

J
t
r
な
万
戸
市
川
小
兵
一
同

一
、
劉
基
詩
研
究

一
、
初
期
話
劇
運
動
研
究

一
、
郵
玄
関
瀧
注
研
究

。
昭
和
五
十
年
度
卒
業
論
文
題
目

一
、
務
の
農
村
に
お
け
る
「
協
同
レ

i
奈
織
内
宜
樹
綜
…
農
村
の
調
査
報
告
i
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崎

、

つ
い
て

l
新
筒
化
字
を
手
が
か
り
と
し
て

l

一
、
謝
臨
海
研
究

一
、
中
間
側
訴
の
主
訟
に
つ
い
て

一
、
李
大
剣
研
究

…
、
「
革
命
現
代
京
劇
い
研
究

一
、
飽
印
刷
山
研
究

一
、
魯
迅
研
究

〈
野
平
V
を
通
し
て
の
…
考
察

一
、
吋
矛
活
論
b

の
世
界

一
、
李
質
研
究

…
、
硝
子
の
恕
惣
に
つ
い
て

つ
蘇
賦
小
論

ー
題
護
詩
の
護
保
と
東
城
i

大

塚

秀

明

、
、
，
ず
は
げ
J
-
z
a
、

B
L
-

d
、
戸
跨
長

郷
家
二
一
一
一
一

佐

藤

…

柄

自

井

啓

介

宅

問

正

百 IDJi呆!庭
木田野野

佳静光行
昭隆ヂ11 tqí~ 
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中

華

書

局

出

版

南
米
淳
照
辛
丑
尤
茨
刻
本

関函金二十掛
億六蔦二千題

文・北
京
閥
書
館
所
厳
本
の
覆
刻

選

議
続
編

李
善
注

〈
清
)
沈
徳
潜
編

唐
詩
別
裁
集

〈
縮
刷
版
〉

五
八

O
愚

(
清
)
朱
舞
幕
等
輯

オ
バ
汁
4

F

A

、ー

コ
H
H戸

Z
一
平
』

一

一

一

一

日

伝

酌

ハ
縮
刷
版
〉

七

O
O窟

両憲史(議(老罵
::n-問明 j青同大

見自主5綱雇通話子1
23Z諜評書鑑2校著学
卒望誇要纂論詰
さ自
い録
。第

迭続
料(
百五
鶴間
)九

黒~i
掲
J試

本全
一
一
一
加

二、

O
八

O
関

全
十
朗

六
、
二

O
O関

全
十
茄

六、

0
0
0関

入
土
間
部
川

二、一一一二

O
閤

電話 (03)2 9 4--0 6 7 1 (代〉
振替日産東京 11 6 786番
苧101 東京千代田区紳出1神保~1J1 -15
広-安一日山内中関問書

めを索引 玉」ニA 小
大こ j母乾隆かの「ま採 五原文 オ 尾

緩 いのが 出活宝'玉し用の百 フ新憂部 郊
イrー了 に原初ニ版 豪菊m十- し底弓ーセ ー
役本め十さ 。、本限九。 ツ

所京東都立はて九れ止詠三喜 そは定 ト 高志県夫編つでて、 の「出頁索

喜郡千 :近雪t年裕旨石 F Z玉版 B崩印tヲi
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3iij m 思は んを、合 刊文附
三 神区い流通 本。影今競 五玉
) ま の印ま し債定上 O 金
二二 回すし影 しで 、 製 0 新
六六 Jト神保 。て 印 たに 用活'" ~牢E 頁号前室〈
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九lOi i可 ま れ の所部備要牧 に棲秀蔵版〉 、ク 注二せるの 使五ロ
三八 | んの二 な 01
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声倒高まる講談社の学術書

{
ふ
議
の
解
釈
が
最
も
詳
し
い
本
格
的
大
漢
和
!

大

字

典

麗
上
凶
万
年
・
向
田
正
之
・
飯
品
忠
夫
・
栄
問
猛
猪
'
飯
間
伝
一
共
編

幹
袋
版
H
H
A
五
判
・
一
一
、
九
六
二
頁
/
九
、
八

O
O円

普
及
版
l
B六
判
・
二
、
九
六
二
頁
/
問
、
八

O
O円

古
来
の
和
語
・
漢
語
・
事
物
名
を
総
合
類
集
し
た
類
語
辞
典
の
覆
刻
1
・

1
1
K
A
r百
貝
五
口
L
ヘ
立
十
塩
、

I
i寸
ベ
米
大
ま
口
J

ノ
手
口
豆
ノ

麗
芳
賀
矢
一
日
校
関
志
田
義
秀
・
佐
伯
常
時
下
共
編

A
A
K判
・
一
、
八
八

O
頁
/
七
、
八

O
O円

記
紀
・
事
前
か
ら
明
治
・
大
正
ま
で
の
人
物
四
万
二
千
名
を
収
録
!

大
日
本
人
名
辞
書
全
五
巻

3

麹
編
纂
日
大
日
本
人
名
辞
書
刊
行
会

B
五
判
・
各
巻
平
均
八
一
六
頁

割

現

金

銭

1
四
九
、

8
0円
(
五
巻
セ
ッ
ト
)

涼

明

治

末

年

の

震

費

約

四

、

0
0
0社
の
惑
を
収
集
!

校
明
治
神
社
誌
料
全
三
巻

2
2

一
仁
ト
h
)

麗
編

l
明
治
神
社
誌
料
編
纂
所

A
五
判
・
各
巻
認
均
一
、
九
一
四
真

五点
i
一

現

金

側

持

l
問
八
、

O
O
O
N
(開
巻
セ
ッ
ト
)

示
些
盟
諸
問
の
原
義
を
極
め
る
善
意
書
の
気
!
・

昨
明
日
本
語
原
撃

ロ
ロ
出
)
植
林
望
星
者
/
林
武
u
H
編

/
A五
判
一
ム
ハ
五

O
頁
/
五
、
七

Q
U内

辞典は使いやすい小学舘版

東
亘
書
大
学
名
誉
教
授
小
林
信
明
/
編

-
説
字
1
万
1
千
余
。
見
出
し
訴
は
実
に
6
万
4
千
を
革
ぇ
、
語
教

内
容
と
も
に
中
辞
典
を
し
の
ぐ
充
実
ぷ
り
で
す
。

-
初
め
て
漢
字
の
中
国
読
み
に
カ
ナ
を
併
記
し
ま
し
た
。

-
解
字
・

λ
名
・
姓
・
地
名
な
ど
、
解
説
横
乞
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

・
使
い
や
す
い
音
訓
・
総
画
の
両
索
引
を
採
用
し
ま
し
た
。

B
6
小
判
・

1
、4
0
8
ぺ
!
ジ
・
ケ
i
ス
入
り
・

i
、
2
0
0
円一

@
こ
の
ク
ラ
ス
随
一
の
語
数
を
誇
る

金
田
一
京
助
・
佐
伯
梅
友
・
大
石
初
太
郎
/
編

.
見
出
し
語
約
7
万
8
千
。
新
音
訓
・
新
送
り
仮
名
の
表
記
に
準
拠

.
こ
と
ば
の
用
法
、
表
記
の
留
意
点
を
網
羅
し
ま
し
た
。

8
6
小
判
・

i
、2
8
0
ペ
ー
ジ
・
ケ
ー
ス
入
り
・

1
、
i
O
O
向

@
微
妙
な
語
感
を
も
深
く
解
明

筑
波
大
学
教
授
中
国
祝
夫
/
編

-
上
代
か
ら
明
治
ま
で
、
古
典
一
読
解
に
必
要
十
分
な
4
万
語
営
精
選

.
一
言
葉
を
語
源
・
意
味
・
用
法
な
ど
か
ら
検
討
解
説
し
ま
し
た
。

8
6
小
判
で
!
、
3
6
0
ペ
ー
ジ
・
ケ
i
ス
入
り
・

i
、
2
5
0
円





7誌をt言炎

; の4む

f:iJ来殺の論めが iヨ
能ごか著・て感本
性とな者突いん認
をを学こ践るでブ
探例殖売のこあ i
るにに二関とるム
。あユ京閣の。と
げ i訟か反人い
四てモ会ら i挟々わ
六、ア戸日でがれ
羽詰を証本あこ、
力ま J 百台ろと日
あじ~ ~こうば本
上るるえーか。の J器
製明な主か長新を
日が言わ年だめ
ーのら照つになぐ
J 日、 γてわあっ
一本身八きたりて
O で
。更若ぁ卒失事長
円の出莞審理求議

斉にー撤い、日本文化のパックボーンを-}

グに企益三回高牽輪J 諸橋轍次箸
Jヨミ~~..， I~"""'-宮←マく全13巻〉

今や専門家だけのものではありません。学習に実務に、日常生活に広く活用されています

く最近の読者の戸より〉

・E3一ページをめくるだけで叶ミ活にはりがIIIて、ことばの世界が大きく開かれます。 手アカで
黒くなる税に愛用したいと忠っています。(新潟県 楽原様 主婦)

・日頃企業内教育をすることが多いため、言葉の窓義、 :B典など調べることが多く、大変役立つ
ています。 ャ (石川県 宮本様経営コンサルタント)

・青史にのこる大卒業、文化英雄とはかかるものかと、}子を読み、後記をみて感嘆久しうしまし

た。国宝とはまさにこれていす。(香川県 笹本様 大学教側)

顕現金価格110，000円(分i切払い方法もあります)圏内容見本進呈

E亙盟謹翠理

漢
学
界
の
田
班
長
老
、

権
威
中
村
博
士
、
こ
の
こ
人

学
者
が
、
儒
教
と
仏
教
の
本
質
に

東
洋
の
心
を
語
る
好
対
談
。

深
い
学
殖
と
鋭
い
洞
察
か
ら
に
じ

珠
玉
の
一
一
一
一
同
葉
は
、
読
む
も
の
の
心

に
お
か
な
い
。

西
欧
物
質
文
明
の
行
き
づ
ま
り
が

今
日
、
日
本
人
の
心
の
原
点
を
探

ぃ
‘
え
ト
J

でつ。
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川
次

⑨
B
6
判
・
上
製
八

O
O
内

電話294・2221く大代表〉千101東京都千代田区神田錦町3-24振替番号/東京40504



。
東
京
教
育
大
泉
漢
文
皐
曾
々
刻

一
、
木
曾
は
東
京
教
育
大
型
漢
文
早
曾
と
稿
し
、
事
務
所
を
東
京
教
育
大
謬

漢
文
謬
研
究
室
に
泣
く
。

二
、
木
曾
は
漢
文
感
及
び
漢
文
教
育
の
研
究
と
普
及
と
な
闘
る
の
が
日
的
で

長
め
る
。

一
一
一
、
本
曾
の
命
岡
県
は
在
の
v

切
り
で
あ
る
。

ー
東
京
救
育
大
事
漢
文
早
・
東
洋
文
単
及
び
東
京
文
理
科
大
阜
、
東
京

高
等
師
範
事
校
の
漢
文
接
関
係
数
官
ハ
退
官
者
を
含
む
〉

2
東
京
教
育
大
卒
漢
文
事
大
串
院
中
関
古
典
準
専
攻
車
生
及
び
卒
業
生
、

説
に
東
京
文
政
科
大
問
中
漢
文
場
・
東
京
救
育
大
串
東
洋
文
州
学
専
攻
卒
業

バコ
3

そ
の
加
入
舎
を
希
望
す
る
者

問
、
木
曾
の
主
な
事
業
は
在
の
通
り
で
あ
る
。

ー

総

合

年

一

一

同

2

例

命

例

年

約

七

間

3

禽
報
及
び
曾
員
名
簿
の
渡
/
打

4
そ
の
他
必
裂
な
事
項

去
、
本
曾
の
役
員
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

委

員

長

一

名

委

員

若

干

名

六
、
委
員
長
は
本
禽
を
代
表
し
委
員
と
と
も
に
連
常
に
常
る
。

委
員
は
本
脅
の
一
糾
究
・
庶
務
・
合
計
な
分
揺
す
る
。

七
、
委
員
長
は
委
員
の
五
選
に
よ
る
。

委
員
は
東
京
教
育
大
車
率
部
事
生
中
か
ら
山
名
、
大
関
mv
税
率
生
か
ら
二

名
、
専
任
敬
官
か
ら
…
一
一
名
、
一
般
命
同
叩
負
か
ら
問
名
を
そ
れ
ぞ
れ
の
互
選

に
よ
っ
て
選
出
す
る
。
そ
の
任
期
は
二
年
〈
皐
生
委
員
は
一
年
)
と
す

る
。
侭
し
重
一
任
は
義
し
支
え
な
い
。

八
、
禽
員
は
常
費
年
判
例
…
千
五
百
閥
、
(
似
し
串
生
は
半
額
)
を
納
め
る
。

九
、
本
命
同
命
凶
別
の
繍
句
史
は
委
員
曾
の
審
議
を
経
て
、
総
命
同
出
問
者
の
過
半
数

の
最
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

f変

記

東
京
教
育
大
単
文
附
宇
部
も
依
す
と
こ
ろ
あ
と
一
年
と
な
り
、
い
ろ
い
ろ
と

間
難
は
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
も
よ
う
や
く
大
合
開
催
、
合
報
夜
行
の
、
活
び

と
な
り
ま
し
た
り
合
員
諸
氏
の
多
大
の
御
協
力
に
針
し
、
委
員
…
向
感
謝
し

て
お
り
ま
す
り
本
事
命
闘
は
wm和
七
年
の
溌
足
か
ら
数
え
て
今
年
で
間
十
五
年
、

曾
報
は
水
枕
で
第
一
一
一
十
五
就
に
な
り
ま
す
。

今
年
も
共
立
一
位
に
印
刷
を
お
願
い
し
、
い
ろ
い
ろ
と
使
貨
を
割
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
こ
こ

(
向
島
記
)

漢

文

雲
M

々
報
第
一
一
一
十
五
続
出
日
什
一
年
六
月
十
日
制
一
一

東
京
教
育
大
事
漢
文
事
曾ね日川

一
編
輯
者

印
刷
所

，E
さ

Z
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X
グ
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点
灯
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文
成

東
京
都
千
代
間
匿
榊
回
一
柳
川
保
町
一
一
一
ノ
一

O

株
式
命
同
社
共
立
社
印
刷
所

電

側

二

O

二

八

東
京
都
文
京
匹
大
域
一
ニ
l
l
廿
九
i
一

東
京
教
育
大
亭
漢
文
事
合

振
替
東
京
五
i
四
七
六
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